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令和７年度第１回府中市総合教育会議 会議録 

 

１ 開 会  令和７年９月１０日（水） 

午後１時１５分 

  閉 会  午後２時１５分 

 

２ 出席者 

  市 長  高 野 律 雄（議長） 

  教育長  酒 井   泰 

  委 員  日 野 佳 昭 

  委 員  山 下 和 則 

  委 員  田 中 亜衣子 

  委 員  山 中 ともえ 

 

３ 欠席委員 

  なし 

 

４ 教育委員会事務局出席者 

  文化スポーツ部長              矢ケ﨑 幸 夫 

  文化スポーツ部次長兼スポーツタウン推進課長 古 田   実 

  文化生涯学習課長              平 澤 佐一郎 

教育部長                  山 下 隆 久 

教育部学校施設整備担当副参事兼学校施設課長 高 橋   潤 

教育部副参事兼指導室長           志 村   安 

教育総務課長                松 本   寛 

教育総務課長補佐              浅 見 公 博 

学校施設課学校施設整備担当主幹       曽 根 邦 友 

学校施設課長補佐              大 南 尚 也 

指導室教育指導担当主幹           佐 藤   公 

指導室統括指導主事             鈴 木   篤 

 

５ 市長部局出席者 

  政策経営部長                志 摩 雄 作 

  政策課長                  目 黒 昌 大 

  政策課長補佐                南 學   進 

  政策課主査                 桂 川 由 貴 

  政策課主査                 瀬 野 佳 祐 
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６ 議事内容 

 (1) 協議題１ 令和８年度の政策立案の基本的な考え方について 

 (2) 協議題２ 新しい時代の学びを実現する学校づくりについて 

 

７ 傍聴者の数 

  ３名 

 

８ 発言内容 

○市長 それでは、只今より、令和７年度第１回府中市総合教育会議を開催いたします。 

教育長、そして教育委員の皆様には、お忙しい中ご出席をいただき、誠にありがとうござい

ます。また、日頃より、府中市の教育行政にご尽力いただいておりますことに、心より御礼

申しあげます。 

本日は、協議第１「令和８年度の政策立案の基本的な考え方について」、協議題２「新し

い時代の学びを実現する学校づくりについて」の２件について、ご議論をお願いいたします。

皆様に活発なご意見をいただき、教育に関する市長部局と教育委員会の連携を更に深め、本

市の教育行政を一層推進していきたいと存じますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  

◎傍聴許可 

○市長 協議題に入ります前に、この会議は、法律および当会議の運営規程により公開が原

則とされており、本日、傍聴希望の方がお見えですので、傍聴を認めることとしてよろしい

でしょうか。 

○教育長、教育委員 異議なし。 

○市長 それでは、傍聴を認めます。 

 

◎協議題１ 令和８年度の政策立案の基本的な考え方について 

○市長 それでは、会議次第に沿って議事を進めてまいります。はじめに、協議題１「令和

８年度の政策立案の基本的な考え方について」です。 

本市では、来年度の政策立案の方向性を示した「令和８年度の政策立案の基本的な考え方」

を決定いたしました。本考え方に基づき、教育委員会におかれましても、来年度の施策展開

についてご検討いただき、現在、予算編成に向けての方針等について調整いただいていると

ころかと思います。 

それでは、資料１に基づき、私から大きな考え方の部分について説明いたします。２ペー

ジをご覧ください。 

令和８年度は、第７次府中市総合計画前期基本計画から後期基本計画への移行初年度で

あり、これまでの施策の進捗状況を的確に評価し、成果を継承しつつ、未達成の課題や新た

に顕在化した課題を整理しながら、新たなスタートを着実なものとしていく必要がありま

す。３ページにお進みください。 
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令和８年度は、「起点」となる重要な年度であることから、重点施策を的確に把握し、着

実に実行に移すことが求められます。４ページをご覧ください。 

平成２３年に「府中市庁舎建設基本構想」が策定されて１５年程度が経過しております

が、いよいよ、令和８年度に新庁舎「はなれ」が竣工することで、新しい府中市役所が完

成を迎えます。新庁舎の完成は、本市の新たなスタートであり、市民の皆様とのつながり

を大切にしながら、より開かれた市役所を実現させていく必要があります。 

５ページに移りまして、市政を取り巻く状況や課題として、大きく３点を取り上げました。

１点目は「少子化・高齢化への対応」で、令和６年における国内の出生数は初めて７０万人

を下回り、子どもを生み育てやすい環境の充実が求められています。また、令和７年には、

団塊世代がすべて７５歳以上に達し、医療・福祉関連の需要は、今後ますます増大すること

も予測されます。２点目は、「物価高騰による影響」で、生活必需品の価格上昇や資材・労

務単価などの高騰により、市民生活及び行政運営に大きな負担が生じており、市民生活を支

えていくため、また適切な行政運営のためにも、引き続き経済の動向を注視していく必要が

あります。３点目は、「ＤＸの推進」で、多様化・複雑化する地域課題や市民ニーズへの対

応に加え、人口減少による労働力人口の減少を見据えた効率的な行政運営を実現するため

には、ＤＸの推進は不可欠なものとなっています。 

そのほかにも、環境問題や災害対策、多様性・共生社会の実現など、課題は多数存在する

状況にございますが、予算や人材などの経営資源は限られているため、「柔軟」かつ「持続

可能」な政策を展開していく必要があり、これらの課題を踏まえた上で、６ページ以降の視

点に立って、令和８年度の政策を立案していくこととしております。 

以下、詳細につきましては、政策経営部長から説明いたします。 

○政策経営部長 それでは、引き続き６ページの「令和８年度政策立案に向けた視点及び留

意すべき事項」からご説明します。 

はじめに、「時代の変化や社会情勢に対応する視点」として４点ございまして、１点目は、

「未来を担う子どもが健やかに成長できるよう、子どもと保護者の目線に立った事業に取

り組み、子どもを生み育てやすい環境を充実させ、少子化対策につなげていくこと」として

おります。２点目は、「特殊詐欺といった犯罪被害の防止や自然災害への対応力向上など、

誰もが安心して暮らすことができるまちづくりを推進すること」としており、３点目は、先

ほど高野市長からもお話がございました、「新庁舎「はなれ」の完成を契機に、中心市街地

の一層のにぎわい創出を図ること」としております。最後に４点目は、「市の魅力や取組を

効果的に市内外に発信し、まちへの愛着を深めるとともに、地域ブランドの向上や地域経済

の活性化、行政施策の理解促進につなげること」としております。 

 続きまして、７ページの「持続可能な行政運営に関する視点」について、ご説明します。

こちらは５点ございまして、１点目は、各施策の目指す姿の実現に向けて、外部評価を含め

た「行政評価の結果を踏まえつつ、優先的に解決しなければならない課題を的確に見極め、

選択と集中により事業を効果的に進めること」としております。２点目は、「既存事業の見

直しや廃止に加え、補助金やクラウドファンディング等の活用による財源の確保に努める
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こと」とし、３点目は「地域課題や市民ニーズが多様化・複雑化する中でも、丁寧な業務遂

行により質の高い行政サービスを確保するため、既存事業の見直しや廃止、ＤＸの推進等に

より業務の逼迫を防ぐこと」としております。そして４点目は、「外部委託をはじめとした

民間活力の導入に当たっては、必要なコストと得られる効果を綿密に精査し、住民の利益を

最優先に考慮した運用を行うこと」とし、最後５点目は、「市民や事業者の声を積極的に政

策に反映させるなど、協働によるまちづくりを一層推進すること」としております。 

 ８ページをお願いします。こちらは、各部への指示事項として、特に注力すべき事業を取

り上げており、こちらでは文化スポーツ部及び教育部に対するものを抜粋しております。 

 文化スポーツ部につきましては、「文化・スポーツ施設配置等適正化計画の着実な推進」、

「生涯学習センターの統廃合に向けた綿密な調整」、「国司館と家康御殿史跡広場などの文

化資源の効果的な活用」、「新総合体育館整備事業の着実な推進」の４事業を。教育部につ

きましては、「利便性及び安全性に配慮した学校施設老朽化対策の推進」、「学校の適正規

模・適正配置の計画的な実施」、「教育相談体制の充実化等による学びの機会の保障」の３

事業を掲げております。 

以上の視点に基づき、現在、各部において来年度の運営方針を作成し、新たな事業展開等

について検討を進めております。１０月中旬から１１月初旬には、各部の運営方針の説明を

受けて課題を共有するとともに、来年度の方向性について確認をする場を設け、予算編成へ

と繋げてまいります。以上でございます。 

○市長 政策経営部長からの説明も終わりました。教育委員の皆さんから来年度の政策立

案や今後の予算編成に向けて、ご意見などございましたらお願いいたします。 

○日野委員 優しさと安心があり、未来を見すえた賑わいと魅力あるまちづくりのために

は、市民との協働が必要だと考えています。市の魅力、まちへの愛着を深めるため、広報が

とても大切だと考えています。 

 ２番目として、少子化対策は今行われている施策を着実に執行し、その効果を分析し、市

民の要望を聞き、改善することが今は大事であると考えています。不足している施策として

は、婚姻数の減少に関するものです。将来への不安を解消するため、物価上昇を上回る可処

分所得を増やすことが必要ですし、非正規労働者の問題の解決も重要です。 

３番目として、教育委員会への指示事項をそれぞれよく検討し、注力していきたいと考え

ておりますが、その中の教育相談体制の充実化等について、現在、人口減少がある中で、相

反して府中市では特別支援学級への志望者は増加しています。この前お聞きしたら東京都

全体でも増えている傾向であるということですけれども。またその他、医療的ケア児の受入

れもこれから増やしていかなくてはなりません。 

多様な児童・生徒の対応の中、教育相談の充実化には、人的要素が多く、支援員、相談員、

専門のスタッフ等不足する分野への配慮をお願いしたいと考えています。 

○市長 まちへの愛着ということで、広報など市からの発信が必要であると思います。市役

所庁舎が新しくできるということは、「新しく生まれ変わる」という言い方が正しいかどう

かは分かりませんが、いずれにしても新しい時代の始まり、「新生府中」ですので、その機



5 

 

会に市民の皆さんが、よりまちに愛着を持っていただくことが重要であると改めて認識し

ました。 

 そして、少子化については、先ほど私も申しあげたとおり、日本全国で１年に生まれるお

子さんの数が７０万人を下回ったということは、憂慮すべき課題だと思っています。婚姻数

の増、そして、婚姻によって幸福な家庭を築き、また、府中で子どもを産んで育てるという

魅力、これら総合的なやさしさというか、重層的な取組が必要であると思いますので、ご指

示いただいたとおり、今行っている施策はもちろんですが、ありとあらゆる対策を考えてや

っていきたいと思います。 

 また、これは教育委員会の分野にもなろうかと思いますが、確かに、少子化に反して個別

の支援体制を望む声が私にも強く寄せられているので、皆さんと共有をしていきたいと思

っています。 

○山下委員 子どもを産み育てやすい環境の充実をさせた少子化対策について、私が子育

てをしていたころに比べると、給食費無償など、かなり充実を図っていると思っています。

ただ、個人的に気になるところがあります。それは、親の責任、学校の責任のところです。

世の中の流れがとても早く、最先端のところになるとなかなか理解やそれらについていけ

ないところもあります。例えば、学校で問題が発生すると学校の責任になる場面を見かける

ような気がします。そこでいつも思うことなのですが、問題になる前にもう少しコミュニケ

ーションが取れてればと思うことも多いです。 

 学校と家庭の線引きが難しいと思いますが、そこのボーダーラインが見えてくると、育て

やすい環境づくりにつながってくると思います。 

○市長 子どもを育てるということは、学校だけでできる訳ではないし、家庭・親御さんだ

けでできるものでもないし、地域の力も必要だということですので、みんなで育てていくの

ですが、何か事があったときに、責任の所在に意識が集中してしまうきらいというのは、現

代社会で非常に多いような気がします。いずれにしても、何か起きたときにすぐに連絡を取

り合える、あるいは普段からコミュニケーションを取れるような関係を築くことが、子ども

たちを共に育てていく力になると思いますので、ご指摘のとおりであると思いました。 

○田中委員 ２ページ目・３ページ目、後期基本計画の初年度を控え、府中市総合計画の着

実な歩みのために、教育委員会においても、子どもを生み育てやすい環境と安心して暮らす

ことができるまちをいっそう心がけ、推進していただきたいと考えます。 

そこで、５ページの「市政を取り巻く状況や課題」ですが、教育委員会では日頃より現状

の調査と分析、踏まえての計画をひとつずつ丁寧にご対応いただいており、ありがとうござ

います。大規模な計画に加え、変化する時流に迅速に対応する必要もありますので、「柔軟

かつ持続可能」という政策課でおまとめいただいたテーマが最適解になるかと思います。最

近では柔軟に、熱中症対策に動いていただいたことが保護者・市民としてありがたい対応で

した。引き続き各分野にて期待いたしております。課題として「医療福祉関連の需要は今後

増大する」と見られておりますが、子育て世代に過重な負担がくることは大変心配しており

ます。 
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７ページ目の「財源の確保」ですが、教育委員会の歳入報告におきましては、補助金取得

について、迅速かつ広範に対応いただいているものと感じております。都や国の補助金関係

の情報へのアクセスは、一般の生活者には難しいことになりますので、引き続き網羅的な情

報収集と補助金の選択、市の計画や未来像に合っているものについては、取得条件に適合す

る働きかけを促すようなご対応をお願いしていきたいです。 

「住民の利益を最優先とした民間活力の導入」の項目ですが、どのような課題について優

先順位を上げていくのか、選択と集中が求められている部分だと感じています。時期的に一

つ具体的で身近に感じている事柄は、小学校学童におけるお弁当についてです。近隣市にお

いて民間によるケータリングの導入、申込者に対する有料提供の事例を聞いております。価

格が提示されることによって、自己のお弁当作りの労力と材料費を比較して、サービスを受

ける選択があるのは保護者にはメリットです。視点を変えて中小事業者や個人事業者の会

計という立場から見たとき、物価上昇等の背景からも飲食業での黒字拡大経営は大変困難

な傾向にあると感じております。このようなサービスを受けたい側と提供したい側の接点

が十分に確保されていない状況については、行政のヘルプが有効な局面かと感じておりま

す。 

○市長 柔軟かつ持続可能というのが、教育現場でも極めて重要であると思います。例えに

熱中症対策のお話をいただきましたが、今年は過去に例がないほどの暑い夏でして、学校の

現場でも相当苦労されていると思います。そういった中で、府中市だけではないですけれど

も、２学期の始業を９月１日としたことが、府中市に多くの取材が入り、その内容が全国に

放映されて、柔軟な対応に対する市民の方から理解の声というか、ある意味では高い評価を

いただく声が私のところにも寄せられており、取り上げられてよかったなと思っています。

こういった対応と、日々の学校内での対応、カリキュラムを大きく離れるということではな

くて、その日の天候や気温によって、元々計画しているものが複数あって、その中から選択

していくということが必要であると、田中委員のお話を聞いて改めて思ったところです。 

 財源の確保につきましては、市長部局でも財政的なバックアップを当然、教育の関係につ

いてはこれまで以上にしっかりと考えていかなければならないと思っていますし、市税や

国・都からの補助金や交付金については常にアンテナを張り、新しい取組ができ、なおかつ

適切に、東京都と連携することが多くなると思いますが、補助金の確保など、しっかりとし

ていきたいと思います。 

 また、学童クラブのことについてお話をいただきました。これは、市長部局の子ども家庭

部の方での話にもなる訳ですが、学校と子ども家庭部で連携をして取り組んでいます。今、

学童クラブに対するニーズが非常に高く、一時期保育園の待機児童が多かった時の子ども

たちが学童に入る年齢になっているのかなという気がしているんですけれども、長期の休

みの間のお昼のお弁当については、大変要望の声が多いので、この冬から一部対応していく

予定ですので、またその様子を見ていただければありがたいと思います。 

○山中委員 子どもたちが毎日を快適で安全・安心に生活し学ぶことができる学校施設と

いうことで、８ページの教育部のところに「利便性及び安全性に配慮した学校施設老朽化対
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策の推進」が設けられています。府中の方は、新たにできた素晴らしい学校も見せていただ

きました。計画も順次決まっていて、計画もはっきりしているので素晴らしいと思っている

ところですが、ただ、改築の順番が回ってくるまでの学校老朽化ということで苦労されてい

るようなところもあるので、今後も改築が先の方になる学校のことも十分によろしくお願

いしたいと思います。 

２つ目は、教育相談体制の充実化等による学びの機会の保障ということで、府中の方も不

登校に対するお子さんの対応というのが様々にされているところで、特に新しく造られた

学校の施設の中に特別支援教室というのも、他の自治体と比べてかなり充実したものにな

っていると思います。先ほど日野委員からも、府中の中で特別な支援を必要とする子どもが

増えているという話がありましたけれども、全国的な流れで、特に東京都の場合は、この１

０年で通級指導を受ける子どもが２．５倍になっており、全国ですと、特別支援学級は１０

年で２倍の子どもが増えています。子どもの数が減っているのに、なぜ特別な支援を必要と

する子どもが増えているかと言いますと、これは統計的に障害のある子どもが増えている

ということよりは、はっきりとした原因は分からないですけれども、保護者の方とか、色々

な方が特別に支援されたり配慮されたりすることが、やはり自分の子どもになるというこ

とで期待感の現れというものが大きいと思います。世の中全体では「インクルーシブ教育」

ですとか、「共生社会の実現」というところに向かっているので、学校でも様々な対応がさ

れているところですけれども、教育に直接あたっていただいている先生方の研修ですとか、

その学校における、教科書だけではない配慮が必要な子どもの教材ですとか、先ほど人的な

支援の話がありましたが、人的な支援というのをシステム化していくこととか、当事者では

なく、周りの子どもたちや地域の方たちの障害者理解を進めていくことなどが必要である

と思っています。世の中全体では、そちらの方向に行っていると思っていますけれども、今

後もそのようなことを続けていただけたらと思います。 

○市長 市内の小学校２２校、そして中学校１１校、合計３３校ある中で、ここで建て替え

が終わったのは中学校１校に小学校３校で、これから具体的に入ろうとするところが、見え

ているところで小学校２校、合計で６校というスピードなのですが、２年か３年で２校とい

うスケジュールを一気に広げるということは色々なことから不可能な状況ですので、築年

数は結構経過しているのに、３３校の中から最初の方のグループに選ばれた学校と後半の

方に選ばれた学校では当然不安もあろうかと思います。したがって、もちろん新しい学校の

整備に向けて準備をしっかりと進めていかなければなりませんが、どちらかというと後ろ

のグループの声をしっかりと聞いて、快適な学習環境となるようにしなければいけないと

も思っています。ちなみに、全部の学校のトイレを洋式化しておいたのは良かったと思って

いるところですし、こういう暑い夏で府中市の小中学校は体育館までもエアコンが全部入

っておりますので、当時決断をしておいて良かったと思っています。今後も必要な部分につ

いてはしっかりやっていきたいと思っています。 

それから教育相談体制については、先ほどもお話をしましたが、私のところにも非常にそ

の声は多くあります。やはり、保護者の方の不安というのがすごく強いような気がしていて、
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少子化だから余計にそういう風に感じてしまうのか、あるいは、私ははっきりとは分かりま

せんけれども、人が人として育っていくには、色んな子どもとの関わり合いを持つことも、

無意図的に一人の子どもが育っていく作用があると思いますけれども、関わる子どもが少

ないことにより、家庭において不安が生じやすい部分もあるんだろうと思います。これは新

しい時代に我々は向かっている訳ですから、ご指摘いただいた件につきましても、どういう

形が良いのか、素材を単純に増やすだけではなくて、先生方の研修などを通して、チームや

グループで子どもたちと共に活動していくことも非常に重要だろうと思います。ぜひ、多様

な学び方、多様な育て方といいましょうか、多様な学習の方法も皆さんと共に研究していき

たいと思いました。 

○教育長 教育委員会といたしましては、自らの機能と権限を十分に発揮いたしまして、

様々な教育課題の解決を図り、府中市立小中学校の教育活動の充実に向けた支援及び文化

スポーツ関連の各種事業の充実・発展に全力を挙げて取り組んでいきたいと思っています。

令和８年度政策立案に向けた視点の中で示された「時代の変化や社会情勢に対応する視点」

につきましては、未来を担う子どもが健やかに成長できるよう、授業をはじめとする学校の

教育活動の充実はもとより、保護者や地域社会との連携の中で、多様な教育活動を実現でき

るよう努めてまいりたいと思っております。 

また、「持続可能な行政運営に関する視点」につきましては、地域課題や市民ニーズが多

様化していることを踏まえ、これまでの考え方等に固執することなく、柔軟な発想とＤＸの

推進により、教育部・文化スポーツ部が所管する各種事業を効率的に進めてまいりたいと思

っております。 

そして、８ページで文化スポーツ部が特に注力すべき事業として示された「文化・スポー

ツ施設等適正化計画の着実な推進」を含めた４点、教育部に対しましては、「利便性及び安

全性に配慮した学校施設老朽化対策の推進」を含めまして３点が示されております。ここで

示された課題につきましては、部所属の職員はもとより、関係課の協力を得て確実に成果を

上げていきたいと思っております。 

最後に、教育委員会といたしましては、今回お示しいただいた基本方針を踏まえながら、

今後も良好な教育環境・教育条件を確保しまして、すべての府中市立小中学校の教育の充実

を図るとともに、府中市の文化スポーツ事業の充実・発展を実現してまいりたいと考えてお

りますので、今後とも市長部局のご協力を賜りたいと願っております。どうぞよろしくお願

い申しあげます。 

〇市長 今後、教育委員会の中で調整をしていただきまして、予算編成に向けた方針等をま

とめ、ご提示いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。それでは、協議題

１「令和８年度の政策立案の基本的な考え方」につきましては、終わりとさせていただきま

す。 

 

◎協議題２ 新しい時代の学びを実現する学校づくりについて 



9 

 

○市長 続きまして、協議題２「新しい時代の学びを実現する学校づくりについて」です。

はじめに、教育長から説明をお願いいたします。 

○教育長 それでは、新しい時代の学びを実現する学校づくりにつきまして、お手元の資料

２を基に、ご説明いたします。資料の表側・左側でございますが、「これまでの学校改築の

進め方」をご覧いただきたいと思います。 

本市の多くの学校施設が、建築後相当の年数が経過するという状況を踏まえ、令和２年２

月に、「府中市学校施設改築・長寿命化改修計画」を策定いたしました。この計画で、学校

施設の老朽化対策を進める基本的な考え方を示すとともに、中長期的なスケジュールや、費

用を示しましたところです。また、各学校の施設整備に係る具体的な整備方針を定め、新し

く建設される学校施設が地域から求められる様々な役割や機能を果たすことについても示

させていただきました。具体的には、「本市が目指す学校施設」として、安全・安心な学校、

地域コミュニティの拠点となる学校、環境に配慮した学校など、①～⑥の内容を定めており

ます。次に、これまでに改築を実施した学校の事例をご紹介いたします。上段の、第一期改

築実施校ですが、府中第八小学校では、広く、明るい教室空間をつくるとともに、廊下の空

間にも学習スペースを設け、児童が学びやすい工夫を行いました。また、ピロティは、登下

校時に傘をたたんだり開いたりしやすく、夏は一時的なクールダウンの場ともなっていま

す。 

右側の府中第一中学校では、広い教室空間をつくりあげるために、教室内にある個人ロッ

カーを廊下の共用空間に配置したほか、特別支援学級の教室は、個別学習に対応した小さな

部屋を設ける工夫をし、個々に応じた指導が行いやすくなっています。 

続いて、下段の第二期改築実施校ですが、府中第三小学校では、１階の地域開放エリアに

郷土歴史ギャラリーという空間をつくりました。また、普段、学校生活で使う教室、特別教

室、学童クラブ、放課後子ども教室と地域開放ゾーンをわかりやすく区別した使い勝手のよ

いつくりとしました。 

次に、右側の府中第六小学校では、外観は周辺の街並みと調和がとれたものとし、内部は、

見通しの良い一直線の廊下としています。児童が活動しやすく、教員も管理しやすい施設と

なっています。こうした、学校ごとに特色ある施設とすることで、児童・生徒は伸び伸びと

学校生活を送っています。 

続きまして、裏面をご覧ください。ここでは、「これからの学校づくり」についてご説明

いたします。本年１月に公表した、「第２次府中市学校施設改築・長寿命化改修計画」に基

づき、府中第五小学校と府中第九小学校の２校を改築していく予定です。建築に当たり、近

年の新たな課題といたしまして、「建設費の高騰」、「猛暑による学校プールの在り方」、

「不審者の侵入防止」への対応が求められております。また本市は、「ゼロカーボンシティ

の実現」を目指しており、これを実現するために、省エネルギー・省資源型の学校施設とす

ることも重要と捉えています。こうしたそれぞれの課題の解決のためには、右側に示させて

いただいた「新たな課題を踏まえた学校づくりのポイント」で示したことに配慮することが

大切となっています。 
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最後に、府中第五小学校と府中第九小学校の改築事業の予定スケジュールを記載させて

いただいております。今年度、事業に着手いたしまして、基本設計、実施設計などを経て、

本体工事を令和１０年度から１２年度で実施する予定としてございます。今後とも学校施

設の老朽化対策を着実に進めてまいります。 

説明は以上でございます。 

○市長 ありがとうございました。それでは、委員の皆さんからご意見などございましたら

お願いいたします。 

○日野委員 デジタルを活用して、外国語の学力向上によりグローバル化を促進し、多様な

学びの場を整備するというのは東京都の教育ビジョンであります。これに沿って活動する

ことになっておりますが、学習指導要領にある「知・徳・体」の原点が大切であると考えて

います。本市が目指す学校施設では、②にあたる訳ですけれども、今年、有識者の会議にお

いて指摘されたのは、「学力向上が保護者の一番の興味である。人口を増加させる近道は、

学力向上である。」とのご意見をいただきまして、私も頑張っていきたいと考えています。 

少し細かいことになりますが、プールを今後造らないという方針になっています。色々な

猛暑等の条件がありまして、新しい府中第五小学校については隣に西府プールがあるので、

それを使おうと思えば使えますが、府中第九小学校については周りにありませんので、基本

設計の段階で、府中第九小学校のプールをどうするか決めていかなければなりませんので、

そうした細かい問題を抱えています。 

○市長 これから次の時代を担っていく子どもたちは、国際的な交流は欠かすことができ

ないことで、それに必要な外国語を習得していくということは、どこの国の子どもであって

も大事なことだと思いますし、英語などと体系の違う言語である日本人の場合は、より早く

から外国語に親しむことは重要だと思います。ただ、目先のことにとらわれすぎずに、「知・

徳・体」は人間を育てる基本的なところであると思いますので、この課題は共有して、子ど

もたちの育成に努めていきたいと思っています。 

 それから、学力の向上に関する話につきましては、どなたもそうだろうと思いますが、確

かにはっきりと言われると大事なことを忘れてはいけないと思いました。基本的な生活を

送る中で、学習をする時間を確保と、学校の授業における集中力というか、そういったこと

から学力は身に付いていくと思いますので、学力向上というのは、全員で目指していく。決

して詰め込むとかそうしたことではなくて、大事なことであるし、平均よりも上の点数を取

ってほしいというのは、保護者は皆さんそのように思うと思いますので、今後もしっかりと

やっていきたいと思います。 

 プールについては、これだけ暑くなると屋外でプール活動を行うというのは極めて困難

で、今年の夏休みもプールは出来ていないと思いますが、５月くらいから授業を始めたら、

例年通りのカリキュラムを行うことが出来たということも聞いています。これから屋外の

プールを造るのは、新しい学校からはやめて、屋内プールを造って、これだと通年使えるし、

ある程度エリアを決めれば他の学校から移動してきて、あるいは他の学校に移動して、プー

ルの授業を受けることが出来るということなので、この府中第五小学校と府中第九小学校
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の基本設計にあっては、そのところは大きな課題になろうと思いますが、新しいことを創造

していくので、これは色々なご意見をもらいながらしていけば良いと思いました。 

○山下委員 新しい時代の学びを実践する学校づくりとして、先日、東京都多摩教育事務所

の方から学校におけるこれからの学びを聞いてきました。「次世代の学びの基盤プロジェク

ト」として、「自立した学習者の育成」と題し、１００年以上続く堅牢な仕組みは、なかな

か変えることは難しい。変えるのであれば全体を巻き込んでアジャイルな姿勢を取ること

が大事であると聞きました。時代の背景で、新しいことがどんどん生まれてくる中で、時代

についていけなかったりするところを、皆さんの知恵でやっていければ良いと思いますが、

それ以上に、現状で起こっている問題の解決方法を置き去りにしない方がもっと大事だと

も思っています。 

○市長 色々な課題があって、その問題を解決する。それを置き去りにして、新しいことに

どんどん取り組むということはしてはならないことだと思います。特に学校現場の先生た

ちのご苦労をよく伺って、チームとしてどのようにしていくか、あるいはチームによる新し

い先生などの育成にどのように取り組んでいくか。ここは教育委員会の中でのことだけで

はなくて、学校の先生たちとの意見交換も極めて重要ですし、校長先生をはじめとする学校

現場での先生たちの様々な研修も積み重ねていっていただけるようにお願いをしたいと思

いました。 

○田中委員 学校改築計画を経た新しい学校は、地域差のスピードの問題はあれども、期待

を上回る成果で推進していただいていると感じています。ちょうど市役所の完成を迎え、市

全体のまち並みも新しくなろうというところで、重点プロジェクトのキーワードを踏まえ

て、市役所を起点として市全体の景観の理想像が市民の中でも共有されていくと良いと考

えています。２０２５年は昭和１００年ということで、昭和５０年代に建てられた建物は築

５０年となり、市内でも古い建物が減少し、大規模修繕工事が少なく済むような工夫された

外壁の美しい建物も、小学校に限らず増加しているように思います。一方で、市内には依然、

建築基準法の道路に該当しない道路や子どもたちの通行上気になる踏切などもありますが、

市役所の完成という大きな機会を迎え、市全体での目指す理想の景観像、そのような工夫や

思いなどが市民に共有していければと感じています。理想像の共有は協働の原動力にもな

ると考えています。府中市は、子育て世代では流入があり、成人の頃に流出増加に転じ、再

び子育て世代での回帰の傾向があるそうですが、ふるさと府中への郷土愛、にぎわいと魅力

あるまちづくりにも、理想の景観像を持つということが流入や回帰に貢献してくるのでは

ないかと考えています。具体的な問題の中には、学校の再編や体育館・文化センターの計画

など、文化・教育に関する部分が多く含まれてきますので、教育委員会が持つ役割は大変大

きいものと改めて考えています。 

○市長 市役所庁舎のことに触れていただきましたが、やはり市民の皆さんにとって、市役

所がどのようなところにあって、どのような建物かということは非常に大きいことである

と思います。平成２３年度に基本構想をまとめましたが、その前には、市民の皆さんから

色々な意見を聞き取ったと聞いていますけれども、建てる位置について、現在の場所以外の
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案もあったと思いますが、ほとんどの方がこの場所に建て替える。それは府中駅と府中本町

駅の両者との等距離にあるというところと、大國魂神社が隣にあって、常に人々の往来とに

ぎわいを創出することが可能であるという視点から、この場所での建て替えということに

なり、さらに平成２３年以降、土地の拡張や、あるいは市民の皆さんのご協力をいただいて、

これからは「はなれ」のクラウドファンディングなども行わせていただいて、市民の皆さん

にとって愛着を持っていただき、共に今後も大切にしていこうという市役所がいよいよ完

成をするので、令和８年度というのは、そういった意味でも非常に重要な年度になると思い

ます。ぜひ、新しい府中市のシンボルの完成を楽しみにしていただくとともに、市役所の周

辺との調和を大事にしていきたいと思っています。 

また、文化センターや学校の再編、体育館ということにも触れていただきましたが、当面

は、総合体育館の府中基地跡地留保地への移転ということが大きな事業になるだろうと思

います。多摩川のすぐそばにあって、慣れ親しんできた総合体育館ではありますが、老朽化

や災害時のリスクが極めて高く、大きな地震と多摩川の氾濫が同時に来た場合、総合体育館

が避難所にならないというのも不思議な話なので、早々に水害の無い場所に移転すること

を決めて、今、着実に議論を重ねて進めています。総合体育館のイメージというのは、市役

所もそうですけれども、市民の皆さんや他の市から訪れる方、あるいは府中市への転居を考

えている方にとっては、大きな一つの根拠になるだろうと思いますので、これらハード面の

整備もしっかりやっていきたいと思っています。 

○山中委員 建物をきれいにしていくというところですけれども、学校の方はギガスクー

ル構想で、タブレットをすごく活用されている実態を見せていただきましたが、今後はソフ

ト面の充実というのが必要になってくると思います。例えば施設にしても、昔は、パソコン

ルームということで教室をつくっていましたが、今はタブレットなので、こういった部屋は

必要なくなった代わりに、タブレットを使うこととか、先生方が色々な公務で使うというこ

とで、学校のＷｉ－Ｆｉなど、施設設備の容量の問題とか、建物以外のことでも出てくるか

と思いますので、その対応をよろしくお願いしたいと思います。 

それから、タブレットが普及していくということは、学校の学び方がどんどん変わってき

ていると思いますが、コロナ禍にタブレットが急に配布されたということで、色々なことの

検証が進まないまま使われているところもあるので、それぞれ学校や授業での使い方も合

わせて検討していただけたらと思います。また、タブレットも期間で変わっていくと思いま

すけれども、そんな時に、どういったものを選定していくかとか、学校全体で使うだけでは

なく、個別最適な学びということで、一人一人に応じた使い方ということも出てくると思う

ので、その辺りのことも検討していただけたら良いと思います。 

○市長 子どもたちがタブレットを持ち移動して学びを進める。これは、私は実際に学校で

それを持って学んだことがある訳ではないので、授業の様子を見て思うことですけれども、

やはり、多元的な学びができる。これまでになかったような学び方ができるということは、

非常に効果があることであると思うと同時に、これを全部使いこなすということは相当大

変なことであるし、今、Ｗｉ－Ｆｉの話がありましたけれども、学校の環境が一気にタブレ
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ットを用いたＩＣＴ教育にすべての学校がそのような環境になっているかということも

色々な課題があって、日々、皆さんでご努力いただいていると思いますが、こういったこと

を一つひとつ積み重ねながら、子どもたちの学びを積極的に進めていきたいと思います。 

また、保護者からは「何で毎日持って帰るのでしょうか」ということはよく言われて、「重

たいのにかわいそうだ」と言われるんですが、これはおそらく、学校現場には耳が痛いほど

言われていることだろうと思いますので、その辺についても段々と軽量化していったり、あ

るいはもっと効率良くなっていったり、また技術革新もあるだろうと思っていますので、市

長部局としては、こういった教材というか、こういった学びや研究のために必要な道具につ

いてはしっかりと支援をさせていただきたいと思っています。 

○教育長 おかげさまで着実に学校の改築が進んでおりますけれども、私が学校に行った

際によく言っているのは、「学校に訪問してきたお客さんが、「学校の建物がきれいですご

いですね」とか「トイレもすごいですね」とか言われて、それだけだったら先生たちは負け

ですよ」と、勝ち負けの話ではありませんが、やはり、その環境を使って子どもたちがどれ

だけ意欲的に学んでいるのか、色んな工夫を先生たちもして、子どもたちと授業をどうやっ

て作り上げていくのかというのが、私は新たな施設で教育が充実していく姿であると思っ

ています。そういった観点で先生たちも今も努力してくださっていますし、これからもその

努力は続けていってくださると思います。新しい学校は、授業を見ると確実に変わっている

と思っています。黒板で一方向だけに向かった授業というのはほとんど皆無になってきて

いると思います。廊下側以外は、三面ホワイトボードになっていますので、子どもたちが後

ろに行ったり横に行ったりして、色々と調べた内容を発表する場になっています。または、

小さい教室に分かれた個別指導や少人数指導なども行っています。そういった成果は、必ず

出てくると思いますし、出していかなければならないと思います。ただ、もう一点では、ま

だ改築の順番が来ない学校ではそういう学びが出来ていないかというと、タブレットを使

ったり、教室の壁は古いかも知れませんが、色々な掲示物や模造紙など、先生方が工夫をし

て、全く同じ活動ではないかも知れませんが、同種の活動で子どもたちの意欲を高めている

と思っていますので、そういった内容を交流しながら、そして府中市全体の学校の教育をＤ

Ｘや環境の改善を上手に使って高め、学力も上げていきたいと思っています。 

○市長 ご意見どうもありがとうございました。「新しい時代の学びを実現する学校づく

り」について、子どもたち一人ひとりが、自分らしく学び、未来に希望を持てるような教

育環境を整えることは、私たちに課された大切な使命であり、すべての子どもたちが安心

して学び、成長できる社会を築くための重要な一歩だと感じております。市といたしまし

ても、教育委員会や関係機関と連携を強めながら、子どもたちの未来を支える学校づくり

に全力で取り組んでまいります。 

 

◎その他 

○市長 最後に、次第の２「その他」といたしまして、本日の協議題のほかにお気づきの点

などございましたらお願いいたします。 
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○教育長、教育委員 なし。 

 

○市長 それでは、以上で本日の協議事項を終了とさせていただきます。最後に事務局から

連絡がありましたらお願いいたします。 

○事務局 次回の会議の日程についてのご連絡とさせていただきます。年３回を予定して

いる次回ですけれども、２回目は１２月頃を予定しています。また開催が近くなりましたら

日程の調整についてご連絡をさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○市長 本日の開催につきましては、大変ご多忙のところお時間をいただきまして、また熱

心にご協議いただきありがとうございました。 

以上をもちまして、令和７年度第１回府中市総合教育会議を終了させていただきます。 

以 上 


